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超伝導体や磁性体の微細磁気特性評価の必要性から、STM-SQUID 磁気顕微鏡を開発し、液体

ヘリウム、液体窒素使用の低温ステージ磁気顕微鏡を同時に設計、動作試験を行い磁束量子観察

の検討を進めている[1],[2]。 

STM-SQUID 磁気顕微鏡での磁束量子観察の検討にあたり試料、観察条件の選定や磁気プロー

ブの影響を考察するため、有限要素法による数値シミュレーションを行った。無次元化した非線

形 Ginzburg-Landau(GL)および Maxwell 方程式を２次元および３次元で適当な境界条件の下で

Galerkin 法によって解き定常解を求めた。例として図１に GL パラメータ 0.5 で計算した微小ディ

スク状第一種超伝導体薄膜（半径 25λ、厚さ 5λ）の３次元シミュレーションの結果を示す。計

算安定化と磁束トラップのため中心に微小貫通穴をあけてあるが、中心付近に多重磁束量子（5

φ0）がトラップされているのがわかる。このほかのメゾスコピック第一種、第二種超伝導体の磁

束量子構造についても調べたので報告する。 
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図 1  第一種超伝導体試料の磁束量子シミュレーション  

(a) オーダーパラメータ,  (b) 磁束密度 Bz。    
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